
これまで幹細胞培養液の作用機序と
考えられていた成長因子などの情報伝達
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ヒト幹細胞培養液化粧品と⼀般的な化粧品の違い

リポソーム化した培養液の浸透性 幹細胞培養液の主役はエクソソームだった
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ヒト幹細胞化粧品

幹細胞（かんさいぼう、stem cell）は、細胞分裂して⾃分
と同じ細胞を作る能⼒（⾃⼰複製能）と、別の細胞に分化す
る能⼒（分化能）の両⽅を持ち、際限なく増殖できる細胞。
個体発⽣の細胞増殖の幹 (stem) になることから命名され
た。幹細胞から⽣じた娘細胞２つのうち、⼀⽅が幹細胞であ
り続けることで、分化細胞を供給し続けることができる。こ
の点が分化した細胞と異なり、個体発⽣や組織・器官の維
持のために細胞を供給する。

引⽤︓アンチエイジング㈱

幹細胞とは

ヒト幹細胞培養液
に含まれる成分

タンパク質︓ 80 種類以上
サイトカイン︓ ● 成⻑因⼦＝増殖因⼦
 ＝グロースファクター
 ● インターロイキン
 ● インターフェロン等


